
１
、
は
じ
め
に

近
年
の
核
家
族
化
や
地
域
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
な
ど
を
背
景
と
し
て
、

子
育
て
の
孤
立
化
に
よ
る
不
安
感
や
負
担
感
な
ど
が
課
題
に
な
っ
て
い
る
。

厚
生
労
働
省
は
政
策
と
し
て
、
子
育
て
中
の
親
が
気
軽
に
集
い
交
流
で
き

る

｢

地
域
子
育
て
支
援
拠
点
の
設
置｣

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
う

し
た
取
り
組
み
は
広
い
対
象
に
有
益
で
あ
る
一
方
、｢

ど
う
し
て
も
子
ど

も
に
対
し
て
感
情
的
に
な
っ
て
し
ま
う｣

と
い
っ
た
親
子
の
関
係
性
の
問

題
を
支
え
る
た
め
に
は
、
関
係
性
に
焦
点
づ
け
た
支
援
が
役
立
つ
だ
ろ
う
。

特
に
、
子
ど
も
が
養
育
者
に
形
成
す
る
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
の
質
が
、
そ
の

後
の
発
達
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
長
期
的
で
重
要
な
影
響
を
も
つ
こ
と
が

発
達
研
究
を
通
し
て
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
健
全
化
は

重
要
で
あ
る
。
大
学
で
行
う
子
育
て
支
援
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
う
し
た
専
門

的
な
支
援
が
実
践
可
能
で
あ
り
、
甲
南
大
学
人
間
科
学
研
究
所
で
は
二
〇

〇
九
年
よ
り
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
に
焦
点
づ
け
た
親
子
関
係
支
援
の
実
践
を

行
っ
て
き
た
。
本
稿
で
は
、
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
に
焦
点
づ
け
た
親
子
関
係

支
援
に
つ
い
て
概
説
し
、
甲
南
大
学
で
の
実
践
と
親
子
の
変
化
を
振
り
返

る
。
最
後
に
、
大
学
に
お
け
る
子
育
て
支
援
の
位
置
づ
け
と
今
後
の
課
題

に
つ
い
て
述
べ
る
。

２
、
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
に
焦
点
づ
け
た
親
子
関
係
支
援

２
―
１
、
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

(

１)

ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
と
は

ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
と
は
人
間
の
生
涯
に
わ
た
る
基
本
的
欲
求
で
あ
り

(
B

o
w

lb
y
,

1
9

6
9

/1
9

8
2)

、｢

恐
れ｣

の
調
整
を
目
的
と
し
て
、
特
定
の
他

者
へ
の
近
接

(
attach)

を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
、
危
機
的
状
況

へ
の
対
処
能
力
が
低
い
乳
幼
児
に
お
い
て
は
、
見
知
ら
ぬ
場
所
や
見
知
ら

ぬ
人
の
接
近
な
ど
の
外
的
要
因
や
、
飢
え
や
乾
き
な
ど
の
内
的
要
因
に
よ
っ

て
危
機
感
や
不
安
が
高
ま
る
た
め
、
繰
り
返
し
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
欲
求
が

活
性
化
し
、
泣
き
・
発
声
・
ハ
イ
ハ
イ
な
ど
の
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
・
シ
グ

ナ
ル
を
発
し
て
養
育
者
と
の
近
接
を
求
め

(

ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
行
動)

、

安
全
や
安
心
を
得
よ
う
と
す
る

(

数
井
、
二
〇
一
二)

。
安
心
で
き
て
初

め
て
、
探
索
欲
求
が
高
ま
り
、
好
奇
心
を
発
揮
し
て
環
境
に
働
き
か
け
た
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北
川

恵
・
岩
本

沙
耶
佳

ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
に
焦
点
づ
け
た

親
子
関
係
支
援
の
実
践
と
親
子
の
変
化

親
子
の
行
動
観
察
と

親
の
語
り
に
基
づ
い
た
考
察



り
、
物
事
に
集
中
し
て
取
り
組
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(

２)
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
の
タ
イ
プ
と
そ
の
後
の
発
達

ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
は
誰
に
と
っ
て
も
切
実
な
基
本
的
欲
求
で
あ
る
た
め
、

子
ど
も
は
養
育
者
の
特
質
に
応
じ
て
、
必
要
な
時
に
養
育
者
に
近
接
し
て

最
低
限
の
安
心
を
得
る
た
め
の
方
略
を
見
出
す
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
が
ア

タ
ッ
チ
メ
ン
ト
の
個
人
差
や
問
題
と
な
る
。A

in
sw

o
rth

,
B

le
h

ar,
W

ate
rs,

&
W

all
(

1
9

7
8)

は
、
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
の
個
人
差
を
把
握
す
る
理
論
的

枠
組
み
を
整
理
し
、
実
験
的
な
測
定
手
法
で
あ
る
ス
ト
レ
ン
ジ
・
シ
チ
ュ

エ
ー
シ
ョ
ン
法

(

以
下
、S

S
P)

を
案
出
し
た
。
新
奇
な
場
面
で
、
見
知

ら
ぬ
人
と
の
対
面
や
、
養
育
者
と
の
分
離
と
い
っ
た
マ
イ
ル
ド
な
ス
ト
レ

ス
状
況
に
置
か
れ
た
子
ど
も
が
、
養
育
者
に
ど
の
よ
う
な
ア
タ
ッ
チ
メ
ン

ト
行
動
を
向
け
、
ま
た
養
育
者
を
安
心
の
基
地
と
し
て
い
か
に
利
用
し
う

る
か
を
観
察
す
る

(

遠
藤
・
田
中
、
二
〇
〇
五)

。

S
S

P

場
面
で
、
養
育
者
と
の
分
離
に
混
乱
を
示
し
、
再
会
し
た
養
育
者

に
慰
め
を
求
め
て

(

率
直
な
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
行
動
の
表
出)

、
そ
の
後

落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
て
探
索
に
戻
る
こ
と
が
で
き
る

(

安
心
の
基
地
と

し
て
養
育
者
を
利
用
で
き
る)

子
ど
も
は

｢

安
定
型
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト｣

と
評
価
で
き
る
。
こ
う
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
必
要
な
時
に
は
い
つ
で
も

安
心
感
を
与
え
て
も
ら
え
る
と
い
う
期
待
を
養
育
者
に
形
成
し
て
い
る
た

め
、
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
欲
求
と
探
索
欲
求
を
率
直
に
表
出
で
き
る
。

と
こ
ろ
が
、
養
育
者
の
応
答
性
が
一
貫
し
な
い
場
合
、
子
ど
も
は
ア
タ
ッ

チ
メ
ン
ト
欲
求
の
表
出
を
最
大
化
す
る
方
略
が
近
接
確
保
に
有
効
で
あ
る

と
学
習
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
う
し
た
子
ど
も
は
、
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
行

動
を
向
け
な
が
ら
も
、
な
か
な
か
不
安
が
お
さ
ま
ら
ず
探
索
に
戻
れ
な
い

た
め
、｢

ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ト
型
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト｣

と
評
価
さ
れ
る
。

あ
る
い
は
、
子
ど
も
が
慰
め
を
求
め
る
と
養
育
者
が
拒
絶
的
に
振
る
舞

う
場
合
、
子
ど
も
は
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
欲
求
の
表
出
を
最
小
化
す
る
方
略

が
近
接
確
保
に
有
効
で
あ
る
と
学
習
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
う
し
た
子
ど

も
は
、
ス
ト
レ
ス
場
面
で
も
養
育
者
に
慰
め
を
求
め
る
行
動
を
示
さ
ず
、

何
事
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
振
る
舞
う
た
め
、｢

回
避
型
ア
タ
ッ
チ
メ

ン
ト｣

と
み
な
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
不
安
定
型
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
と
呼
ば
れ
て
お
り
、

ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
と
探
索
の
自
然
な
欲
求
表
出
が
制
限
さ
れ
た
状
態
と
い

え
る
。

さ
ら
に
深
刻
な
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
の
問
題
は

｢

無
秩
序
型
ア
タ
ッ
チ
メ

ン
ト｣

と
い
う
状
態
で
あ
る
。
養
育
者
と
の
再
会
に
際
し
て
、
接
近
と
回

避
と
い
う
矛
盾
し
た
行
動
を
同
時
的
・
継
時
的
に
と
っ
た
り
、
フ
リ
ー
ズ

状
態
に
陥
っ
た
り
と
、
極
め
て
混
乱
し
た
行
動
を
示
す
。
養
育
者
が
子
ど

も
を
虐
待
し
て
い
た
り
、
養
育
者
が
未
解
決
の
ト
ラ
ウ
マ
を
抱
え
て
い
た

り
す
る
と
、
子
ど
も
は
養
育
者
と
の
関
係
で
恐
怖
を
体
験
す
る
。
恐
怖
を

感
じ
た
子
ど
も
は
、
養
育
者
へ
の
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
行
動
と
し
て
の
近
接

欲
求
と
、
恐
怖
の
源
で
あ
る
養
育
者
か
ら
離
れ
た
い
回
避
欲
求
が
同
時
に

高
ま
り
、
解
決
で
き
な
い
ジ
レ
ン
マ
に
陥
る
こ
と
に
な
る
。
本
来
、
安
全
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と
安
心
の
拠
り
所
で
あ
る
養
育
者
が
恐
怖
の
源
に
な
る
、
と
い
う
意
味
で
、

無
秩
序
型
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
は
も
っ
と
も
深
刻
な
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
の
問

題
で
あ
る
と
い
え
る
。

(

３)

ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

発
達
心
理
学
で
は
、
長
期
的
な
縦
断
研
究
知
見
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。

環
境
が
劇
的
に
変
化
し
に
く
い
中
流
階
級
サ
ン
プ
ル
に
お
い
て
は
、
乳
児

期
の
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
の
質
が
、
成
人
期
初
期
の
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
の
質

に
時
間
的
連
続
性
を
も
つ
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る

(
W

ate
rs,

W
e

in
fie

ld
,

&
H

am
ilto

n
,

2
0

0
0
;

H
am

ilto
n
,

2
0

0
0)

。
成
人
の
ア
タ
ッ
チ

メ
ン
ト
と
精
神
病
理
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
安
定
型
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト

が
精
神
病
理
へ
の
保
護
要
因
と
な
る
一
方
、
不
安
定
型
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト

は
リ
ス
ク
要
因
と
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る

(

北
川
、
二
〇
〇
七)

。

米
国
ミ
ネ
ソ
タ
州
で
大
規
模
に
行
わ
れ
た
縦
断
研
究
か
ら
は
、
乳
児
期
の

安
定
し
た
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
が
子
ど
も
の
健
全
な
発
達
に
長
期
的
で
重
要

な
影
響
を
も
つ
こ
と
、
乳
児
期
の
無
秩
序
型
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
が
解
離
障

害
へ
の
高
い
リ
ス
ク
因
に
な
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る

(
S

ro
u

fe
,

E
g
e

lan
d
,

C
arlso

n
,

&
C

o
llin

s,
2

0
0

5)

。

こ
う
し
た
知
見
に
よ
り
、
乳
幼
児
期
の
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
を
健
全
な
も

の
に
す
る
た
め
の
支
援
の
必
要
性
が
裏
付
け
ら
れ
る
。

２
―
２
、
健
全
な
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
に
必
要
な
養
育
者
の
関
わ
り

子
ど
も
が
健
全
な
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
を
形
成
す
る
た
め
に
、
養
育
者
に

必
要
な
関
わ
り
に
つ
い
て
も
実
証
的
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
注
目
さ
れ
た
の
は
、
養
育
者
の
敏
感
性

(

子
ど
も
の
心
身
の
状
態

を
敏
感
に
察
知
し
、
子
ど
も
の
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
適
切
に
応
じ
得
る
特
性)

で
あ
る
。A

in
sw

o
rth

e
t

al.
(

1
9

7
8)

は
、S

S
P

と
家
庭
で
の
母
子
相
互

作
用
の
観
察
を
併
せ
て
実
施
し
、
安
定
型
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
の
子
ど
も
の

養
育
者
は
、
相
対
的
に
敏
感
性
が
高
く
、
行
動
に
一
貫
性
が
あ
る
こ
と
を

報
告
し
て
い
る
。
さ
ら
に
近
年
で
は
、
敏
感
な
養
育
行
動
を
可
能
に
す
る

養
育
者
自
身
の
特
性
と
し
て
、
子
ど
も
の
視
点
に
立
っ
て
子
ど
も
の
内
的

状
態
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
態
度

(

洞
察
性
、
内
省
機
能
、
マ
イ
ン
ド
・

マ
イ
ン
デ
ッ
ド
ネ
ス
な
ど)

の
重
要
性
も
注
目
さ
れ
て
い
る

(

遠
藤
、
二

〇
〇
七)

。

以
上
よ
り
、
子
ど
も
の
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
を
健
全
な
も
の
に
す
る
た
め

に
、
養
育
者
を
対
象
と
し
て
、
子
ど
も
の
欲
求
や
気
持
ち
へ
の
理
解

(

内

省)

と
、
応
答
性

(

敏
感
な
養
育
行
動)

を
高
め
る
支
援
が
妥
当
で
あ
る

と
い
え
る
。

２
―
３
、
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
理
論
の
実
践
へ
の
応
用

世
界
の
乳
幼
児
精
神
保
健
領
域
で
は
、
研
究
と
実
践
の
橋
渡
し
の
機
運

が
高
ま
っ
て
お
り
、
根
拠
に
基
づ
く
親
子
関
係
支
援
が
展
開
し
て
い
る

(
B

e
rlin

,
Z

iv
,

A
m

ay
a-Jack

so
n
,

&
G

re
e

n
b
e

rg
,

2
0

0
5
.,

O
p

p
e

n
h

e
im

&
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G
o

ld
sm

ith
,

2
0

0
8

数
井
他
訳
二
〇
一
一)

。

そ
の
な
か
で
も
、
サ
ー
ク
ル
・
オ
ブ
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

(
T

h
e

C
ircle

o
f

S
e

cu
rity

以
下C

O
S)

プ
ロ
グ
ラ
ム(

C
o

o
p

e
r,

H
o

ffm
an

,
M

arv
in

,
&

P
o

w
e

ll,
2

0
0

0)
は
、
わ
か
り
や
す
い
心
理
教
育
と
実
証
さ
れ
た
介
入
効

果

(
M

arv
in

,
C

o
o

p
e

r,
H

o
ffm

an
,

&
P

o
w

e
ll,

2
0

0
2)

に
よ
っ
て
大
き
な

注
目
を
集
め
て
い
る
。
二
〇
一
三
年
に
は
、
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
理
論
と
研

究
を
臨
床
に
応
用
し
た
成
果
に
よ
り
、B

o
w

lb
y
-A

in
sw

o
rth

賞
を
受
賞

し
て
い
る
。

C
O

S

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
他
で
も
紹
介
し
て
い
る
の
で
詳
細
は

そ
れ
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
が

(

北
川
二
〇
一
二
ａ：

北
川
二
〇
一
二
ｂ)

、

簡
単
に
紹
介
す
る
と
、
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
理
論
に
基
づ
い
た
、
乳
幼
児
を

も
つ
養
育
者
へ
の
ビ
デ
オ
を
用
い
た
介
入
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
標
準
的

に
は
六
組

(

子
ど
も
は
ア
セ
ス
メ
ン
ト
時
に
参
加)
で
の
グ
ル
ー
プ
で
、

毎
週
七
五
〜
九
〇
分
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
二
〇
回
行
う
。
介
入
前
に
構
造
化

さ
れ
た
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行
い
、
各
親
子
の
介
入
目
標
を
作
成
す
る
。
セ
ッ

シ
ョ
ン
は
、
子
ど
も
の
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
欲
求
と
養
育
者
の
必
要
な
関
わ

り
を
養
育
者
に
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
心
理
教
育
と
、
養
育
者
自
身
の
不

安
を
調
整
す
る
た
め
の
内
省
的
対
話
か
ら
な
る

(

表
１)

。

C
O

S

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
子
ど
も
の
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
改
善
効
果
が
実

証
さ
れ
て
い
る
が
、
実
施
へ
の
コ
ス
ト
も
高
い
。
そ
こ
で
、
支
援
者
が
よ

り
簡
便
に
習
得
で
き
、
よ
り
短
期
間
で

(

標
準
的
に
は
八
週
間)

柔
軟
な

人
数
の
グ
ル
ー
プ
に

(

個
別
か
ら
二
〇
組
ほ
ど)

実
施
で
き
る
方
法
と
し
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表１ COSプログラムの内容と進行

≪介入前アセスメント≫ ストレンジ・シチュエーション法､ COSインタビュー
→各親子の介入目標作成､ セッションで用いるビデオ場面の選定と編集

セッション１～２ 良好な相互作用場面の視聴､ 安心感の輪について心理教育

セッション３～８ 第１期ビデオ振り返り (各回１組の親子を対象)

セッション９ 防衛について心理教育

セッション10～15 第２期ビデオ振り返り (各回１組の親子を対象)
→２回目の変形ストレンジ・シチュエーション法 (第２期ビデオ振り返り
を終えた親子から順次実施)

セッション16 これまでのまとめと振り返り

セッション17～19 第３期ビデオ振り返り (各回２組の親子を対象)

セッション20 心にとめておいて欲しい場面の視聴､ 卒業式

表２ COS-Pプログラムの内容

セッション１ ｢安心感の輪｣ 子育てプログラムにようこそ

セッション２ ｢安心感の輪｣ をめぐる子どもの欲求を知ろう

セッション３ ｢安心感の輪｣ に寄り添うこと

セッション４ 赤ちゃんの ｢安心感の輪｣ に寄り添うこと

セッション５ 安心感への道のり

セッション６ 自分自身の課題を見つめる

セッション７ 関係のほころびと修復

セッション８ まとめとプログラム終了のお祝い



て
、
サ
ー
ク
ル
・
オ
ブ
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
ペ
ア
レ
ン
テ
ィ
ン
グ

(
T

h
e

C
ircle

o
f

S
e

cu
rity

P
are

n
tin

g

、
以
下C

O
S
-P)

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
開
発
さ

れ
た

(
C

o
o

p
e

r,
H

o
ffm

an
,

&
P

o
w

e
ll,

2
0

1
0)

。C
O

S

プ
ロ
グ
ラ
ム
の

エ
ッ
セ
ン
ス
を
効
果
的
に
伝
え
る
心
理
教
育
用
のD

V
D

の
視
聴
と
、
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
養
育
者
に
よ
る
内
省
的
対
話
か
ら
な
る

(

表
２)

。

３
、
甲
南
大
学
人
間
科
学
研
究
所
で
の
実
践
と
親
子
の
変
化

３
―
１
、
実
践
の
歩
み

(

１)
C

O
S

プ
ロ
グ
ラ
ム

甲
南
大
学
人
間
科
学
研
究
所
で
は
、
二
〇
〇
九
年
よ
り
、
日
本
で
初
め

てC
O

S

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
践
し
て
き
た
。C

O
S
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
資
格

取
得
の
た
め
に
は
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
者
に
よ
る
研
修
を
受
け
た
後
、

ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
治
療
計
画
の
信
頼
性
テ
ス
ト
に
合
格
し
、
そ
の
後
、
最

低
二
グ
ル
ー
プ
は
開
発
者
に
よ
る
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
を
受
け
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
本
研
究
所
に
お
い
て
も
、
そ
う
し
た
訓
練
を
受
け
た
北
川

が
、
最
初
の
三
年
間
は
開
発
者
に
よ
る
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
を
受
け
な
が

ら
実
施
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
日
本
語
の
通
称
と
し
て

｢

親
子
が
ホ
ッ

と
つ
な
が
る
グ
ル
ー
プ｣

と
し
た
。

(

２)

地
域
連
携
と
参
加
者
募
集

ア
メ
リ
カ
で
開
発
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
日
本
に
導
入
す
る
に
あ
た
り
、

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
日
本
の
親
子
に
も
効
果
的
か
ど
う
か
を
検
証
し
な
が
ら
、

同
時
に
、
実
施
者
が
手
順
に
慣
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、

対
象
者
は
ハ
イ
リ
ス
ク
な
臨
床
群
で
は
な
く
、｢

子
ど
も
と
の
関
係
を
振

り
返
り
た
い｣

と
い
う
動
機
づ
け
を
も
つ
地
域
の
親
子
と
し
た
。

参
加
者
募
集
の
た
め
、
二
〇
一
〇
年
度
か
ら
、
地
域
の
保
護
者
向
け
の

｢

子
育
て
応
援
講
座｣

を
開
催
し
て
き
た
。
一
回
だ
け
の
講
座
だ
が
、
ア

タ
ッ
チ
メ
ン
ト
の
視
点
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
こ
と
を
第
一
の
目
標
と

し
、
次
い
で
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
も
紹
介
し
、
内
容
を
よ
く
理
解

し
た
う
え
で
の
参
加
希
望
者
を
募
っ
た
。
そ
う
し
て
夏
か
ら
冬
に
か
け
て
、

毎
週
のC

O
S

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
践
し
て
き
た
。

支
援
活
動
の
継
続
の
た
め
に
は
、
地
域
と
の
関
係
作
り
も
不
可
欠
で
あ

る
た
め
、
二
〇
一
一
年
度
か
ら
は
、｢

子
育
て
応
援
講
座｣

の
約
一
か
月

前
に
、
地
域
の
支
援
者
向
け
の

｢

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座｣

を
開
催
す
る
こ

と
に
し
た
。
地
域
の
支
援
者
に
、
本
研
究
所
で
の
子
育
て
支
援
活
動
を
知
っ

て
も
ら
い
、
ま
た
、
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
の
視
点
を
共
有
で
き
る
こ
と
を
第

一
の
目
標
と
し
、
心
当
た
り
が
あ
れ
ば

｢

子
育
て
応
援
講
座｣

に
保
護
者

を
紹
介
し
て
も
ら
う
関
係
を
構
築
し
て
き
た
。

(
３)

C
O

S
-P

プ
ロ
グ
ラ
ム
日
本
語
版

C
O

S
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
日
本
の
親
子
に
も
効
果
的
で
あ
っ
た
が
、
地
域

の
支
援
者
に
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
を
勧
め
る
に
は
修
得
と
実
施
の
コ
ス
ト

が
高
い
こ
と
も
事
実
で
あ
っ
た
。
同
じ
理
由
で
、
ア
メ
リ
カ
でC

O
S
-P
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プ
ロ
グ
ラ
ム
が
開
発
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
二
〇
一
二
年
度
は
そ
の

日
本
語
版

(｢

安
心
感
の
輪｣

子
育
て
プ
ロ
グ
ラ
ム

(

北
川
・
安
藤
・
松

浦
・
岩
本
、
二
〇
一
三))

を
作
成
し
た
。

二
〇
一
二
年
度
か
ら
は
、
本
研
究
所
で
行
っ
て
い
る

｢

親
子
が
ホ
ッ
と

つ
な
が
る
グ
ル
ー
プ｣
の
内
容
と
し
て
、
ま
ず
全
八
回
のC

O
S
-P

プ
ロ

グ
ラ
ム
日
本
語
版
を
行
い
、
そ
の
後
、C

O
S

で
実
施
し
て
い
る
参
加
親

子
の
ビ
デ
オ
振
り
返
り
を
行
う
形
態
に
し
た
。

(

４)

教
育
活
動
と
の
連
携

大
学
で
子
育
て
支
援
の
実
践
を
行
う
こ
と
は
、
地
域
貢
献
の
役
割
に
加

え
て
、
教
育
の
機
会
に
も
な
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
臨
床
心
理
士
を
目
指

す
修
士
課
程
の
大
学
院
生
や
、
心
理
学
に
関
心
を
も
つ
学
部
学
生
に
と
っ

て
は
、
発
達
臨
床
を
実
践
的
に
学
べ
る
機
会
は
貴
重
で
あ
る
。
そ
う
し
た

機
会
を
実
現
す
る
た
め
に
、
グ
ル
ー
プ
の
各
時
期
に
行
う
ア
セ
ス
メ
ン
ト

(
S

S
P

や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー)

や
グ
ル
ー
プ
中
の
子
ど
も
の
託
児
へ
の
、
学

生
・
院
生
の
参
加
希
望
を
募
り
、
事
前
教
育
を
伴
う
実
践
参
加
の
機
会
を

設
け
て
き
た
。
毎
回
の
グ
ル
ー
プ
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
後
、
ま
た
、
年
度
末
に
、

実
践
を
振
り
返
る
学
び
の
時
間
も
も
っ
て
き
た
。

(

５)

効
果
研
究

ア
メ
リ
カ
で
開
発
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
日
本
導
入
に
あ
た
り
、
日
本

で
の
効
果
検
証
や
、
日
本
文
化
に
即
し
た
内
容
の
修
正
は
重
要
課
題
で
あ

る
。
効
果
研
究
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
の
予
算
を
受
け
て
行
っ
て
き
た

(

科
研
費

(2130575)
(25380967))

。

以
下
に
、
本
グ
ル
ー
プ
に
参
加
し
た
親
子
の
変
化
に
つ
い
て
、
実
践
を

通
し
て
事
例
検
討
的
に
捉
え
た
結
果
と
、
量
的
な
検
討
を
試
み
た
結
果
を

報
告
す
る
。
な
お
、
二
〇
〇
九
年
か
ら
二
〇
一
三
年
ま
で
の
五
年
間
で
、

一
歳
〇
か
月
か
ら
九
歳
〇
か
月

(

平
均
三
歳
〇
か
月)

の
二
一
名
の
子
ど

も

(

男
児
一
〇
名
、
女
児
一
一
名)

と
養
育
者

(

母
親
二
一
名
、
父
親
一

名)

が
参
加
し
、
六
組
が
中
断
し

(

親
の
体
調
不
良
、
転
居
な
ど
の
理
由

に
よ
る)

、
一
五
組
が
グ
ル
ー
プ
の
全
内
容
に
参
加
し
た
。
グ
ル
ー
プ
開

始
前
と
グ
ル
ー
プ
後
半
に
、
親
子
の
行
動
観
察

(
S

S
P)

、
親
へ
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー

(
C

O
S

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
以
下C

O
S

I)

を
実
施
し
た
。
二
〇

一
〇
年
参
加
者
以
降
に
は
、
グ
ル
ー
プ
終
了
半
年
後
に
も
同
様
の
ア
セ
ス

メ
ン
ト
を
行
っ
て
い
る
。
ア
セ
ス
メ
ン
ト
で
は
、
親
へ
の
質
問
紙
も
行
っ

て
い
る
が
、
本
稿
で
は
、
行
動
観
察
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
測
定
し
た
結
果

に
つ
い
て
報
告
す
る
。

３
―
２
、
親
子
の
変
化

(

１)

親
子
の
行
動
観
察

①
S

S
P

場
面
の
事
例
検
討
的
理
解

表
１
に
示
し
た
と
お
り
、C

O
S

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
前

に
撮
影
し
たS

S
P

場
面
か
ら
編
集
し
た
ビ
デ
オ
ク
リ
ッ
プ
を
グ
ル
ー
プ

セ
ッ
シ
ョ
ン
で
視
聴
す
る
。
第
一
期
ビ
デ
オ
振
り
返
り
で
は
、
親
子
の
良
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好
な
相
互
作
用
に
注
目
し
、
そ
う
し
た
相
互
作
用
が
親
子
に
増
え
る
こ
と

を
目
標
と
す
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
半
ば
の
第
二
期
ビ
デ
オ
振
り
返
り
に
お
い

て
、
親
子
の
間
で
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
相
互
作
用
の
問
題
に
目
を
向
け
る
。

そ
の
頃
に
は
、
養
育
者
に
は
、
子
ど
も
の
行
動
を
観
察
し
、
欲
求
を
推
測

す
る
能
力
が
高
ま
っ
て
い
る
た
め
、
養
育
者
自
ら
が
相
互
作
用
の
問
題
に

気
づ
く
こ
と
が
で
き
る
。
グ
ル
ー
プ
で
は
、
養
育
者
の
気
持
ち
に
つ
い
て

も
丁
寧
に
話
し
合
う
。
そ
の
後
、
二
回
目
のS

S
P

を
行
う
。
養
育
者
は

子
ど
も
の
欲
求
に
応
答
的
に
な
っ
て
い
て
、
か
つ
、
子
ど
も
も
ア
タ
ッ
チ

メ
ン
ト
欲
求
を
率
直
に
表
出
で
き
る
と
い
う
変
化
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が

多
い
。
そ
う
し
た
肯
定
的
変
化
を
第
三
期
ビ
デ
オ
振
り
返
り
で
養
育
者
と

共
有
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
ビ
デ
オ
振
り
返
り
を
行
う
た
め
に
実
施

さ
れ
るS

S
P

で
あ
る
が
、
こ
こ
に
表
れ
る
親
子
の
変
化
は
、
介
入
の
効

果
を
示
す
も
の
で
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
二
〇
一
〇
年
度
参
加
者
以
降
は
、

介
入
効
果
の
持
続
性
を
確
か
め
る
た
め
、
介
入
終
了
半
年
後
に
もS

S
P

を
実
施
し
て
い
る
。

C
O

S

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
導
入
期
は
、
ア
メ
リ
カ
で
開
発
さ
れ
た
支
援
が

日
本
の
親
子
に
有
効
で
あ
る
か
が
問
題
で
あ
っ
た
。K

itag
aw

a
(

2
0

1
1)

は
、
二
〇
一
〇
年
度
参
加
者
のS

S
P

場
面
に
表
れ
た
変
化
を
報
告
し
、

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
日
本
の
親
子
に
も
有
効
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
単
一

事
例
を
詳
細
に
報
告
し
た
北
川

(

二
〇
一
一)

に
よ
る
と
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

前
のS

S
P

場
面
で
は
、
子
ど
も
は
母
親
に
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
行
動
を
率

直
に
訴
え
ず
、
母
親
も
応
答
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
後
半
に

は
、
子
ど
も
は
慰
め
を
求
め
、
母
親
は
そ
れ
に
応
え
る
と
い
う
変
化
が
生

じ
て
い
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
半
年
後
のS

S
P

場
面
か
ら
は
、
分
離
再

会
場
面
で
親
子
は
よ
り
率
直
に
落
ち
着
い
て
や
り
取
り
し
て
い
て
、
肯
定

的
変
化
が
持
続
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
。

二
〇
一
二
年
度
以
降
はC

O
S
-P

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
き
た
。
ビ

デ
オ
振
り
返
り
を
行
わ
な
いC

O
S
-P

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
はS

S
P

は

必
須
で
は
な
い
が
、
親
子
の
変
化
を
捉
え
る
目
的
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
前
後
に

S
S

P

を
行
っ
て
き
た
。C

O
S
-P

プ
ロ
グ
ラ
ム
前
後
のS

S
P

を
比
較
す
る

と
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
前
は
子
ど
も
の
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
欲
求
に
応
え
に
く
か
っ

た
母
親
が
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
後
は
子
ど
も
の
気
持
ち
に
寄
り
添
っ
た
関
わ
り

を
し
て
い
る
と
い
う
肯
定
的
な
変
化
が
認
め
ら
れ
た

(

岩
本
・
平
野
・
山

根
・
北
川
、
二
〇
一
三)

。

②

S
S

P

場
面
と
託
児
場
面
観
察
と
の
対
応

母
親
が
グ
ル
ー
プ
に
参
加
し
て
い
る
間
、
子
ど
も
は
、
大
学
院
生
や
学

部
生
に
よ
る
託
児
を
受
け
た
。
託
児
場
面
に
お
い
て
も
時
間
経
過
に
伴
っ

て
、
子
ど
も
の
変
化
が
観
察
で
き
た
。
た
と
え
ば
、
あ
る
男
児
は
託
児
中
、

お
気
に
入
り
の

｢

物｣

を
握
り
し
め
て
過
ご
し
て
い
た
。
ま
る
で
、
慣
れ

な
い
場
所
で
母
親
と
離
れ
て
過
ご
す
不
安
を
、｢

物｣

を
握
り
し
め
る
こ

と
で
対
処
し
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
経
過

に
伴
っ
て
、
託
児
の
始
ま
り
に
母
親
が
子
ど
も
の
気
持
ち
を
丁
寧
に
受
け
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止
め
て
見
通
し
を
与
え
、
託
児
終
了
後
に
し
っ
か
り
慰
め
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
と
、
子
ど
も
は
託
児
中
に

｢

物｣

を
握
り
し
め
る
時
間
が

減
少
し
た

(
岩
本
・
西
山
・
北
川
、
二
〇
一
一)

。
こ
う
し
た
変
化
は
、

子
ど
も
の
成
長
や
託
児
場
面
・
ス
タ
ッ
フ
へ
の
慣
れ
と
い
う
要
因
も
あ
る

だ
ろ
う
が
、C

O
S

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
母
親
と
の
関
係
性
が
肯
定

的
に
変
化
し
た
こ
と
に
伴
う
も
の
で
あ
る
と
理
解
で
き
る
。
託
児
ス
タ
ッ

フ
が
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
の
視
点
を
も
つ
こ
と
の
有
効
性
は
、
泣
い
て
分
離

を
嫌
が
る
よ
う
に
な
っ
た
子
ど
も
の
変
化
に
戸
惑
う
母
親
に
、
変
化
の
肯

定
的
意
味
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
事
例
や
、
ス
タ
ッ
フ
自
身
が
託
児
中

の
子
ど
も
の
行
動
の
意
味
を
適
切
に
理
解
し
対
応
で
き
た
事
例
を
通
し
て

報
告
さ
れ
た

(

岩
本
・
山
根
・
北
川
、
二
〇
一
二
ａ)

。

託
児
場
面
の
最
初
と
最
後
は
、
親
子
の
分
離
と
再
会
場
面
で
あ
る
。
岩

本
・
山
根
・
北
川

(

二
〇
一
二
ｂ)

は
、
単
一
事
例
を
対
象
に
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
前
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
後
半
のS

S
P

で
認
め
ら
れ
た
変
化
と
、
託
児
中

に
観
察
さ
れ
た
変
化
と
の
関
連
を
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

前
のS

S
P

で
示
さ
れ
た
子
ど
も
の
接
近
回
避
行
動
は
、
託
児
場
面
で
も

同
様
に
観
察
さ
れ
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
後
半
、S

S
P

で
子
ど
も
は
母
親
に
率

直
に
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
行
動
を
向
け
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
託
児
場
面

で
も
、
再
会
し
た
母
親
に
満
面
の
笑
み
で
駆
け
寄
る
と
い
う
率
直
な
ア
タ
ッ

チ
メ
ン
ト
行
動
を
示
す
変
化
が
認
め
ら
れ
た
。

S
S

P

を
実
施
す
る
こ
と
が
困
難
な
実
践
現
場
に
お
い
て
も
、
託
児
場
面

な
ど
親
子
の
自
然
な
分
離
再
会
を
観
察
で
き
る
機
会
は
あ
る
だ
ろ
う
か
ら
、

S
S

P

場
面
と
託
児
場
面
観
察
と
の
対
応
を
検
討
す
る
こ
と
は
重
要
な
研
究

課
題
で
あ
り
、
検
証
を
続
け
て
き
た
。
平
野
・
岩
本
・
山
根
・
北
川

(

二

〇
一
三)

は
、
二
〇
一
二
年
度
参
加
者
の
事
例
検
討
に
よ
り
、
託
児
場
面

で
の
変
化
とS

S
P

の
変
化
と
の
対
応
を
報
告
し
た
。
一
方
、
平
野
・
岩

本
・
鈴
木
・
上
杉
・
北
川

(

二
〇
一
四)

に
よ
る
二
〇
一
三
年
参
加
者
の

事
例
検
討
か
ら
は
、
グ
ル
ー
プ
後
期
のS

S
P

場
面
で
子
ど
も
が
率
直
な

ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
行
動
を
示
し
た
一
方
、
託
児
場
面
で
は
養
育
者
へ
の
接

近
に
躊
躇
す
る
様
子
が
観
察
さ
れ
た
。
当
該
児
は
三
歳
台
で
あ
り
、
グ
ル
ー

プ
後
期
に
な
る
と
、
あ
る
程
度
慣
れ
た
託
児
場
面
の
ス
ト
レ
ス
価
は
低
く

な
り
、
ま
た
、
託
児
場
面
に
は
年
下
の
き
ょ
う
だ
い
が
同
室
し
て
い
た
こ

と
で
遠
慮
が
生
じ
た
可
能
性
も
考
察
さ
れ
た
。
今
後
は
、
場
面
の
ス
ト
レ

ス
価
、
年
齢
に
応
じ
た
ス
ト
レ
ス
対
応
能
力
に
照
ら
し
て
、
観
察
さ
れ
た

ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
行
動
を
評
価
す
る
検
討
が
課
題
で
あ
る
。

③

S
S

P

場
面
に
お
け
る
子
ど
も
の
行
動
に
つ
い
て
、
量
的
検
討
の
試
み

研
究
の
た
め
の
測
定
法
と
し
て
実
施
さ
れ
るS

S
P

は
、
訓
練
を
受
け

た
評
価
者
が
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
の
４
つ
の
タ
イ
プ
に
分
類
す
る
。
本
グ
ル
ー

プ
に
参
加
し
た
親
子
に
つ
い
て
も
、S

S
P

の
訓
練
を
受
け
た
岩
本
と
梅
村

に
よ
っ
て
、
こ
う
し
た
検
討
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
そ
の
最
初
の

報
告
が
、K

itag
aw

a,
Iw

am
o

to
,

K
azu

i,
K

u
d

o
,

M
atsu

u
ra,

&
U

m
e

m
u

ra

(
2

0
1

4)
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。

一
方
で
、
介
入
プ
ロ
セ
ス
に
伴
う
親
子
の
変
化
を
詳
細
に
捉
え
て
い
く
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た
め
に
は
、
四
分
類
を
行
う
だ
け
で
な
く
、
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
行
動
を
よ

り
詳
細
に
捉
え
る
評
価
尺
度
が
有
効
で
あ
ろ
う
。S

S
P

分
類
の
資
格
を
も

つ
岩
本
を
中
心
に
、
子
ど
も
の
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
行
動
を
量
的
に
と
ら
え

る
行
動
観
察
指
標
の
作
成
を
試
み
て
い
る

(
Iw

am
o

to
,

H
iran

o
,

U
e

su
g

i,

S
u

zu
k

i,
&

K
itag

aw
a,

2
0

1
4)

。
(

２)

親
の
語
り

①

C
O

S
I

の
事
例
検
討
的
理
解

C
O

S

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、S

S
P

場
面
に
表
れ
る
親
の
応
答
性
の
問
題

の
背
景
を
、
仮
説
的
・
共
感
的
に
理
解
す
る
た
め
に
、
親
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

(
C

O
S

I

と
呼
ば
れ
る
面
接)

を
親
に
行
う
。C

O
S

I

の
実
施
と
評
価
の
方

法
の
詳
細
は
、
北
川

(

二
〇
一
二
ｂ)

を
参
照
さ
れ
た
い
。

C
O

S

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
養
育
者
が
子
ど
も
の
視
点
に
立
っ
て
子
ど

も
の
内
的
状
態
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

C
O

S
I

で
は
、S

S
P

で
の
分
離
や
再
会
場
面
で
子
ど
も
が
ど
ん
な
体
験
を

し
た
と
思
う
か
を
尋
ね
る
一
連
の
質
問
項
目
が
あ
り
、
子
ど
も
の
気
持
ち

に
思
い
を
馳
せ
る
程
度

(

例
え
ば
、
寂
し
か
っ
た
と
思
う

v
s.

特
に
何
も

思
っ
て
い
な
か
っ
た
だ
ろ
う)

や
、
気
持
ち
の
読
み
取
り
の
適
切
さ

(

例

え
ば
、
泣
い
て
い
た
子
ど
も
の
気
持
ち
を
、
私
が
い
な
く
て
不
安
だ
っ
た

と
思
うv

s.

私
を
困
ら
せ
よ
う
と
し
て
い
た)

な
ど
が
評
価
で
き
る
。

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
母
親
に
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
前
に
加
え
て
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
後
半
に
もC

O
S

I

を
実
施
し
、
親
の
語
り
の
変
化
を
検
討
し

て
き
た
。
北
川
・
岩
本

(

二
〇
一
二)

は
、
二
〇
一
一
年
度
に
参
加
し
た

五
名
の
母
親
のC

O
S

I

を
対
象
に
、
子
ど
も
の
内
的
状
態
に
つ
い
て
の
言

及
と
気
持
ち
の
読
み
取
り
の
適
切
さ
を
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
後
半
に
は
、
子
ど
も
の
内
的
状
態
へ
の
言
及
数
が
増
加
し
、
気
持
ち

の
読
み
取
り
の
適
切
さ
も
高
ま
っ
て
い
た
。

②

C
O

S
I

に
お
け
る
子
ど
も
の
内
的
状
態
へ
の
親
の
言
及
に
つ
い
て
、

量
的
検
討
の
試
み

C
O

S
I

に
お
け
る
親
の
語
り
の
変
化
を
捉
え
る
指
標
の
作
成
も
試
み
て

い
る
。K

itag
aw

a
&

Iw
am

o
to
(

二
〇
一
三)

は
、｢

子
ど
も
の
気
持
ち

へ
の
適
切
な
言
及｣

｢

子
ど
も
の
気
持
ち
の
否
定
や
軽
視｣

｢

子
ど
も
の
気

持
ち
の
不
適
切
な
読
み
取
り｣

と
い
う
指
標
を
設
定
し
、
こ
れ
ら
の
出
現

頻
度
を
測
定
し
た
。
二
〇
一
一
〜
二
〇
一
二
年
度
に
グ
ル
ー
プ
に
参
加
し

た
母
親
七
名
の
結
果
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
グ
ル
ー
プ
後
に
は

｢

子
ど
も

の
気
持
ち
へ
の
適
切
な
言
及｣

が
増
加
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
こ
れ
ら
の

指
標
の
基
準
に
つ
い
て
、
篠
原(

二
〇
〇
六)

の
マ
イ
ン
ド
・
マ
イ
ン
デ
ッ

ド
ネ
ス
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
、
ま
た
、
評
定
者
間
の
一
致
率

も
検
証
し
な
が
ら
、
精
緻
化
を
進
め
て
い
る

(
Iw

am
o

to
e

t
al.,

2
0

1
4)

。

特
に
、｢

不
適
切
な
読
み
取
り｣

は
評
価
者
の
主
観
的
な
判
断
に
影
響
を

受
け
や
す
い
た
め
、
評
価
基
準
を
明
確
化
す
る
こ
と
が
今
後
の
課
題
で
あ

る
。
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４
、
お
わ
り
に：

今
後
の
課
題
と
展
望

以
上
、
概
観
し
て
き
た
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
で
開
発
さ
れ
た
ア
タ
ッ
チ

メ
ン
ト
に
焦
点
づ
け
た
親
子
関
係
支
援
を
日
本
の
親
子
に
実
践
し
、
親
子

の
肯
定
的
変
化
を
認
め
て
き
た
。
今
後
は
、
効
果
が
裏
付
け
ら
れ
て
き
た

実
践
を
、
地
域
の
子
育
て
支
援
の
現
場
に
還
元
し
た
い
。
そ
の
際
に
は
、

支
援
者
に
と
っ
て
修
得
と
実
施
が
容
易
なC

O
S
-P

プ
ロ
グ
ラ
ム
日
本
語

版
が
有
益
で
あ
ろ
う
。
地
域
でC

O
S
-P

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
、
さ
ら

に
、C

O
S

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
け
る
ビ
デ
オ
振
り
返
り
の
よ
う
な
専
門
的

な
支
援
が
必
要
な
親
子
を
大
学
に
紹
介
し
て
も
ら
え
る
連
携
関
係
の
構
築

を
目
指
し
た
い
。
ま
た
、
親
子
の
関
係
性
を
評
価
す
る
方
法
と
し
て
、

S
S

P

な
ど
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
研
究
で
標
準
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
方
法
は
、

実
践
現
場
に
は
敷
居
が
高
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
す
で
に
探
索
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
よ
う
に
、
親
子
の
行
動
や
親
の
語
り
を
、
ア
タ
ッ
チ

メ
ン
ト
の
視
点
か
ら
評
価
す
る
方
法
を
洗
練
さ
せ
、
実
践
現
場
に
紹
介
し

て
い
く
こ
と
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
ま
た
、
大
学
で
実
践
を
行
う
意
義

と
し
て
は
、
そ
れ
が
学
生
・
院
生
に
と
っ
て
の
教
育
の
機
会
に
も
な
る
こ

と
で
あ
る
。
将
来
の
養
育
者
で
あ
り
、
心
理
学
を
学
ぶ
学
生
・
院
生
に
と
っ

て
、
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
の
実
践
研
究
に
関
わ
る
こ
と
の
教
育
的
意
義
に
つ

い
て
も
検
証
し
た
い
。
教
育
、
研
究
、
地
域
貢
献
の
役
割
に
応
え
る
大
学

で
の
実
践
を
今
後
と
も
目
指
し
た
い
。
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